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救 急
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広報すずか　令和5年(2023年)11月20日号

（　）内の数字は前月との比較です。

（　）内の数字は1月からの
累計とその前年との比較です。

■発行／鈴鹿市　 https：//www.city.suzuka.lg.jp/
johoseisaku＠city.suzuka.lg.jp

■印刷・制作／指定就労継続支援事業所　八野就労支援センター印刷係　　　　　　　  059-375-4381　　  059-340-8810

件　数/4件、うち建物1件（39件、18件減） 出動数/867件（9,700件、860件増）

人口/195,725人（81人減） 男性/97,831人（28人減） 女性/97,894人（53人減） 世帯数/89,082世帯（17世帯増）

事故数/517件、うち人身事故28件（4,721件、171件増） 死者数/1人（5人、4人減） 傷者数/32人（307人、19人増） 事故数などは暫定数です。

鈴鹿市からの
お知らせ（5分間）

7時50分
16時30分

月・水・金曜日
8時03分
17時30分

火・木曜日
7時54分
13時54分

土・日曜日

※パソコンからも聞けます。詳しくはSuzuka Voice FMのホームページで

78.3MHzラジオ広報すずか

　東は伊勢湾に面し、西は丘陵地の愛宕
地区。交通の利便性が良く、買い物も
便利なことから、住みやすい地域です。
　地域の課題の一つは津波への対応
です。沿岸地域の住民を丘陵地域の住民
が受け入れる体制を整備するなど、防災
面の強化を図っています。また、少子高齢
化や地域交流の希薄化などの課題も
あり、これらの解決にも取り組んでいます。
　私たちは、地域への愛着と誇りを持
ち、安心安全に暮らせるまちを目指して
います。

愛宕地域づくり協議会

地域づくり
Navi

地域のホットな情報をお届け

テ
レ
ビ
広
報

テ
レ
ビ
広
報

Vol.23

愛宕地区
人口：8,843人※
愛宕地区
人口：8,843人※

※令和5年9月末日現在

●●
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この冊子は資源ごみの「新聞」に分別してください。

QRコードはデンソーウェーブの登録商標です。

さまざまな媒体で情報を発信しています

広報すずか
スマホ版

愛宕
地域づくり協議会

会長和保 忠さん
わ   ぼ ただし

協議会活動
Pick up!

#32 eモータースポーツ　まるで、サーキットを
走っているかのような
体験ができるeモーター
スポーツを紹介してい
ます。

　愛宕小学校5・6年生の児童が図案を
考え、準備から当日のキャンドルライト
設営までを主体的に行う「あたごの
灯り」。子どもたちの成長につながる
だけでなく、地域の方が楽しめるイベ
ントになっています。

　乳幼児を対象にした「かもめのたま
ご」、65歳以上を対象にした「おとなの
カモメ」というサロンを月1回ずつ開催
しています。それぞれの世代が交流
する機会をつくることで、安心して
暮らせる地域づくりにつなげています。

▲親子で交流する「かもめのたまご」

▲運動場にともされた「挑戦」

XX
（旧ツイッター）（旧ツイッター）

あたごの灯り

かもめのたまご・おとなのカ
モメ


